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【背景】北京咳とは、北京滞在中のみ出現する散発的な咳嗽や喉の違和感などの呼吸器症状のこ

とであり、近年北京を訪れる旅行者や地域住民の間で流行している。原因には PM2.5（particulate 
matter 2.5; 微小粒子状物質）が考えられているが、詳細は明らかになっていない。また、疫学

研究では咳嗽を含む呼吸器症状とPM2.5とは関連することが報告され、最近の研究では咳反射に

寄与するとされるtransient receptor potential ankyrin-1（TRPA1） ならびにtransient receptor 
potential vanilloid-1（TRPV1）が粒子状物質によって活性化することが示されている。しかし

ながら、現在まで咳反射閾値および咳衝動に対するPM2.5が及ぼす影響に関する報告は認められ

ない。また、肺機能とPM2.5との関連性を調査した研究はあるが、現実に即した曝露濃度および

曝露期間での検証は限られている。さらに、可逆性の観点から健常者において大気汚染の環境下

での数日に亘る短期曝露が咳反射閾値および咳衝動へ与える影響を評価した報告は現在まで認

められず、また呼吸機能については検討が不十分である。したがって、北京での国際リハビリテ

ーション学会に参加する健常成人を対象に、私は北京への渡航による短期間高濃度PM2.5曝露下

の咳反射閾値および咳衝動、呼吸機能、さらに咳嗽に関連するQOL（quality of life; 生活の質）

に対する影響を調査することとした。 
【方法】健常成人 17 名（男性 10 名、女性 7 名）を対象とした。本研究は北京滞在前、中、後と

いう 3 回のテスト日から構成され、各テスト日の間隔は 2 週間とした。PM2.5濃度は仙台では環

境省大気汚染物質広域監視システムのデータ、北京では米国大使館のモニターのデータを用い、

テスト日の 24 時間平均値で示した。測定および検査は、咳感受性測定、肺機能検査、呼気中一

酸化窒素濃度測定を実施し、さらに主観的評価としてLeicester Cough Questionnaire-acuteの質

問紙を用いた。 
【結果】PM2.5濃度は渡航前後と比較し、北京滞在中有意に高かった。咳反射閾値は渡航前後に

比べ、北京滞在中有意に低下していた。また、咳衝動閾値は渡航後に比較し、北京滞在中有意に

低下していた。肺機能では渡航前に比べ、北京滞在中の肺活量、1 秒量、努力肺活量、1 秒率に

有意な低下を認め、渡航後との比較では北京滞在中の 1 秒量、努力肺活量において有意な低下が

あった。しかし、呼気中一酸化窒素濃度は渡航による有意な変動を示さなかった。Leicester 
Cough Questionnaire-acuteにおいては、総スコアでは渡航後と比較し北京滞在中有意な低下を

示し、カテゴリー別では北京滞在中の身体面スコアが渡航後に比べ有意な低下を認めた。 
【結論】本研究の結果から、PM2.5が高濃度である地域への短期滞在は健常成人の咳反射および

咳衝動閾値、肺機能、咳嗽に関連する生活の質へ影響を与えることが示唆された。また、本研究
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では健常成人が対象であったが、大気汚染に敏感とされる小児、高齢者、呼吸器疾患患者ではよ

り強い影響を受けることが予測されるため、さらなる研究が必要である。 

 






